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◇ご連絡事項◇

１．本年のスローガンは香りです。私たちがどのような香を放っているでしょうか？祭司団である

私たちひとりひとりから立ち昇る香が聖別され、真に神を喜ばせるものであるように求めましょう。

２．それぞれで主の前で新しい年をどのように送るべきか、主と自分とに問いかけて見てくださ

い。新鮮な導きを与えてくださることを期待しましょう。

３．The Way of The Spiritの学びは主日午前 10：00からチャペルで行われております。新し

いセクションに入ります。祝福されますように。

４．いろいろな経費が必要な方はお申し出下さい。

キングダム・フェロシップ・チャーチ

週 報

2008.01.27

世と教界を見る目を養う（２）

シヌアルの地でニムロデによって始まったバビロンは人間の文化の中心として、商業や法律や

学問を発達させつつ、第一王朝、第二王朝と覇権を誇りました。文化とは人間が環境をどうモ

デル化し、それに基づいてどう相互関係を得るかの様式ですが、神から離れた人類は自らの

生存と享楽のために文化を作り出したのです。一方のイスラエルはソロモンの亡き後、北と南に

分裂し、特に北王国はヤロブアムの罪、すなわち偶像礼拝を繰り返します。かくして主から離れ

た彼らはアッシシアによってBC721に滅ぼされ、捕囚とされます。この時サマリヤには異教の民

が連れてこられ、そこではそれぞれの民族の神が祭られました。さらに南王国もアッシリアに続

くバビロンによってBC586に滅ぼされます。原因はやはり主に対する不従順でした。かくして祭

壇の用具はなどはみなシヌアルの地に持ち去れます。このことから私たちが世の勢力や世の

富に頼る時、それは偶像礼拝であることを知ります。私たちは世にいますが、世の者ではなく、

世とは塩として関わりを持つのです。世の富や生活の思い煩いによっていのちを窒息されては

なりません。何かある時にはバビロンの富や宗教に頼るのではなく、生ける主に転帰するので

す。むしろ私たちの危機は主の働かれる機会であり、私たちの不真実は主の真実の証しのチ

ャンスであり、これによって主に栄光が帰されるのです！
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◇ローカル・フェロシップ◇

地域ごとに交わりの場が与えられています。家庭集会はリラックスした中で、親密な交わりができ

る場です。お互いの問題を交わり、祈り合い、励まし合い、建て上げる場として主が豊かに油塗

って下さいます。それぞれが導きを受け、自分にふさわしい場を得られますように。また新しいロ

ーカル・フェロシップを始めたいという導きのある方は遠慮なくお申し出下さい。豊かなアノイント

を祈ります。なお名称はそれぞれで愛称をつけてください。

■ チャペル・フェロシップ 祈りの会 随時

■ 各地のフェロシップ

■ 学び会：TheTheThe
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SpiritSpiritSpirit

Spirit

主日午前 10：00- 場所：チャペル

◇ 祈りの課題 ◇

■ KFCのために

・ 世との関わりを改めて確認しましょう。生活の労苦や困難で打ちひしがれる事がないよ

うに、世のものではなく主の真実に頼りましょう。

・ 家族の救いと回復のため。特に互いの和解のため。

・ 新しいチャペルのために（飛躍の前に洗練され、かがむ必要があります）

・ 新しい働きのための必要の満たしと、具体的導きのために

・ KFCのメンバーと家族の健康や生活が支えられ、祝福と恵みがさらに増し加わるように。

傷病にあるメンバーの癒しのために。

・ 各ローカル・フェロシップや諸々の奉仕・働きが油塗られ、祝されるように。

・ パスターと家族の健康が支えられ、主の守りがあり、メッセージやカレッジのためのいっさ

いの必要が満たされ、キリストの豊かな油注ぎと油塗りがあるように。

・ 教会の事務、長老や執事の重荷を負って下さる方が与えられるように。

■ 日本や世界のために

・ 日本の霊的状態のために。神道回帰などの形で、これまでの揺り戻しが起きてきます。

・ 青少年の霊的健全さのために。混乱の世において教会が防波堤となれるように。

・ テロの横行に対して、敵の業を阻止するために。北朝鮮のミサイルによる挑発や拉致被

害者の家族のために。

・ 地震や津波などの天災での被害者のために。

・ 日本の政治家のために。今後ますますニッポンは混乱し、欺瞞によるなし崩し的動きが

顕著になっています。主の義がなされ、主の御手の介入があるように。

・ キリスト教界のために。諸々の自己を動機とする偽りの教えやムーヴメントに欺かれること

がないように。まことの信仰による真理と霊による礼拝の回復がなされるように。

・ 中東の混乱に対して。この苦難の中でユダヤ人が悔い改め、またイスラムの人もイエスを

知ることができるように。イスラエルとアメリカがこれ以上の欺瞞を続けないように。


